
認知症

軽度認知障害
（MCI）

認知症・軽度認知障害
ではない高齢者

65 歳以上高齢者 3,603万人

2,601万人

559万人

443万人 12.3%

15.5%

72.2%

27.8%

　
認
知
症
と
は
、
な
ん
ら
か
の
原

因
で
脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ

た
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
記
憶
や
考
え
る
な
ど
の
認
知
機

能
が
低
下
し
、
日
常
生
活
を
送
る

う
え
で
支
障
が
出
て
く
る
状
態
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
高
齢
化
と
と
も
に
、
認
知
症
と

診
断
を
受
け
る
か
た
が
増
え
て
い

ま
す
。
認
知
症
と
診
断
を
受
け

て
い
る
人
、
そ
の
前
段
階
で
あ
る

M
C
I（
軽
度
認
知
障
害
）の
人
を

合
わ
せ
る
と
、
約
３
人
に
１
人
の

高
齢
者
が
な
に
か
し
ら
の
認
知
機

能
に
関
わ
る
症
状
を
持
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

M
C
I
の
人
が
全
て
認
知
症
に
移

行
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
な
か
で
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

脳の細胞が壊れてしまう

● ものごとを忘れる　　　　
● 記憶ができない
● 日付、時間がわからない
● 相手のことが誰だかわからない
● 計画を立てて行動ができない

● 怒りやすく攻撃的になる
● 元気がなくなる
● 物を盗られたと思い込む
● 道に迷って家に帰れない

まわりの環境や
こころの状態

本人の
性格・素質

中核症状

行動・心理症状 周りの人の
助けがあれば

よくなる

元の状態に
戻ることが

難しい

　
認
知
症
に
は
、
主
な
症
状
と
し

て「
中
核
症
状
」と「
行
動
・
心
理

症
状
」の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
中
核
症
状
は
治
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
治
療
や
ケ
ア
に
よ
り

進
行
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
が
可

能
な
症
状
で
す
。

　
行
動
・
心
理
症
状
は
、
認
知
症

の
人
が
感
じ
て
い
る
精
神
的
な
ス

ト
レ
ス
や
環
境
、
本
人
の
性
格
に

よ
り
現
れ
る
症
状
で
す
。
家
族
や

地
域
の
み
な
さ
ん
の
対
応
で
症
状

が
治
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
に
な
っ
た
こ
と
に
気
付

い
て
不
安
に
思
っ
て
い
る
の
は
本

人
で
す
。「
認
知
症
の
人
は
何
も

わ
か
ら
な
い
」の
で
は
な
く
、
一

番
心
配
で
、
心
細
く
、
苦
し
ん
で

い
る
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
本
人

で
す
。
認
知
症
の
人
が
起
こ
す
行

動
は「
私
が
認
知
症
の
わ
け
が
な

い
」「
私
は
物
忘
れ
な
ん
か
し
な

い
」と
い
う
や
り
場
の
な
い
怒
り

や
悲
し
み
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
周
り
の
人
が
や
さ
し
い
言
葉
を

か
け
た
り
、
手
助
け
を
し
た
り
す

る
こ
と
で
気
持
ち
が
穏
や
か
に
な

り
、
症
状
の
進
行
も
緩
や
か
に
な

り
ま
す
。

　年齢が高くなるほどに認知症となる確率は
高くなると言われており、認知症になること
は誰にとっても身近なものとなっています。
　認知症について知ることは、自分のために
も、家族のためにも大切なことです。認知症
サポーター養成講座は認知症の症状や対応方
法、予防についてのお話をします。まずは認
知症を知ることか始めてみましょう！少人数
（5人程度）から伺いますので、話を聞きたい
かたは、連絡してください。

　今年度から認知症相談会を始めます。
　認知症に関することで自分自身や自分の家
族のことで悩んでいることはありませんか？
不安なことや、認知症の対応に困っている場合
などは抱え込まずに相談することが大切です。
　ぜひ、相談いただき、対応方法などを一緒に
考えていきましょう。

と　き �奇数月・第３水曜日�午後１時～４時
※�次回は５月21日（水）�午後１時～4時に開催します。

ところ �保健福祉センターひだまり�相談室
※�希望するかたは、電話予約をお願いします。

　認知症のかたやその家族、地域の住民のかたが「認知症」
を意識せずに交流でき、認知症の人への理解を深め偏見を
なくす場として『喫茶たちばな』を始めました。誰もが安心
して参加することでつながりがもてる場を目指しています。

　喫茶たちばなで、認知症のかたやそのご家族への支援を一緒に
行ってくれるかたを募集しています。
　喫茶たちばなで飲み物やお菓子の提供、認知症のかたや家族
のお話し相手をしていただけるかたは、ぜひ連絡してください。
　一緒に喫茶たちばなで誰もが話しやすい居場所づくりをしてい
きましょう！

と　き �偶数月・第３水曜日　午後１時～４時
　　　　��（ご都合のいい時間に来ていただき、出入り自由です）
※次回は４月16日（水）�午後１時～4 時に開催します。

ところ �健康福祉センターひだまり2階・ひだまりホール

認
知
症
の
症
状

認知症についてもっと知ろう！認知症について相談してみよう！

地域の仲間が集う場所

知ろう！認知症を認知症に関するお知らせ認知症に関するお知らせ

65歳以上の高齢者における認知症の現状

令和４年（2022年）時点の推計値

資料：�厚生労働省「認知症及び軽度認知障害（MCI）の
���������高齢者数と有病率の将来推計」

カフェの様子

認知症サポーター養成講座認知症相談会

喫茶たちばな

喫茶たちばなのボランティア募集！

ボランティアに
参加して
みませんか？

３人に１人は
認知症になる可能性が
あるんだね。

健康福祉課地域包括支援センター  25ｰ1182

　認知症は、私たちの生活に深く関わる重要な問題として、ますます注目を集めています。
高齢化が進む現代社会において、認知機能の低下に悩むかたが増えており、正しい理解と
適切な対応が求められています。今回は、認知症の基本的な知識や症状について紹介します。
　あなた自身や大切な人のために、認知症について一緒に学び、考えてみませんか？

広報とば  令和 7 年 4 月 1 日号 67 広報とば  令和 7 年 4 月 1 日号


